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4.2 鉄 骨造建 物 の地 震応 答 観測
ResponseandFailureObservationofWeakSteelStructureModels
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1. 研 究 の 目 的

鉄骨造骨組および部材の耐震性能を含めた力学的性質

については,古くから理論解析 ･実験解析が行われてい

る.しかしながら,鉄骨造建物として実際の地盤上に構

築されているものの性質となると,十分に判明している

とは言えない.特に以下のような諸点についての調査が

必要である.

(1) 地震入力の方向性と,並進 ･回転 ･ねじれを伴

う鉄骨骨組の立体的な応答特性との関連.特に筋かいを

含む立体骨組の弾塑性応答性状.

(2)地盤と鉄骨造建物との相互作用.

以上のような諸問題の解明は,骨組の部分模型や実験

室内の骨組模型に対する実験だけでは非常に困難であ

る.そこで,実物に近いスケールの鉄骨造骨組模型を実

際の地盤上に設置して,自然地震に対する応答を観測す

るという手法が考えられた.いわば ｢自然の振動台｣を

利用して,鉄骨造骨組の地震応答に関する直接的 ･実証

的なデータを得ようとするものである.

2.鉄骨造弱小構造物模型~

本所千葉実験所に設置された鉄骨造弱小構造物模型の

概要を紹介する.｢弱小｣という言葉の意味は,比較的頻

繁に発生する,気象庁震度階ⅠⅤ (中震)程度の地震動に

対して,模型の一部が塑性化あるいは破壊する程度の強

度性能である.設置された構造物模型が近い将来どのよ

うな規模の地震に遭遇するかは全くの偶然的な事象であ

る.そこで,耐震要素の脱着 ･交換や積載荷重の変更と

いう手段で模型の強度性能にある程度の自由度を残すと

ともに,模型の強度レベルを大きく2段階に分けて設計

が行われた.今回設置された鉄骨造模型は全部で3体で

あり,次のような強度レベルが想定されている.

鉄 骨 Ⅰ:最大加速度80cm/sec2程度の地震動に対

して十分弾性範囲に留まる.

鉄 骨 ⅠⅠ:上記規模の地震動に対して耐震要素の一部

(筋かい)に引張降伏や座屈崩壊が生じる.

鉄 骨 ⅠⅠⅠ:鉄骨ⅠⅠと同一.
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写真 1 鉄骨Ⅰ弱小構造物模型

写真 2 鉄骨ⅠⅠ弱小構造物模型

なお,鉄骨 Ⅰと鉄骨ⅠⅠ模型は実際の地盤上に設置され

て自然地震に対する応答観測に供せられるが,鉄骨ⅠⅠⅠは

本所千葉実験所地震応答実験棟の試験床上に設置されて

電算機一試験機オンラインシステムによる擬似動的な地

震応答シミュレーション実験に供せられ,鉄骨ⅠⅠ模型の

観測結果と比較される予定である.

図1および図2に鉄骨 Ⅰと鉄骨ⅠⅠ模型の形状 ･寸法,
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